
例題7（ファイル名：ex7-0.opc，ex7-1.opc） 

 図1に示した油圧回路は固定容量形ポンプ，リリーフ弁，油圧シリンダ，2つの固定絞りで

構成されている．この回路において，時刻0秒でポンプを起動し慣性負荷を図中の矢印の方

向に動かす場合を考える． 

この回路をOHC-Simで編集すると図2のようになる．ここでポンプ内部の容積，ポンプか

らリリーフ弁および油圧シリンダヘッド側ポートまでの管路の容積は，油圧シリンダヘッ

ド側の容積に含めた．油圧シリンダロッド側のポートから2つの固定絞りまでの管路の容積

は油圧シリンダロッド側の容積に含めた．リリーフ弁自体の動特性は対象としている回路

の動特性に大きく影響をおよぼさないものとして，静特性のみのモデルを使用した． 

シミュレーションに用いた各素子のパラメータを図3～図8に，計算条件設定画面を図9に，

シミュレーション結果を図10に示す．なお，本シミュレーションでは作動油の物性値はデフ

ォルト値を用いた． 
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図1 油圧回路 

 

図2 OHC-Sim編集画面 



 

図3 固定容量形ポンプのパラメータ設定画面 

 

 

図4 リリーフ弁のパラメータ設定画面 

 

 

          

図5 固定絞り①のパラメータ設定画面      図6 固定絞り②のパラメータ設定画面 

 

 

     

図7 タンクのパラメータ設定画面図 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 油圧シリンダ（角度付き）＋負荷のパラメータ設定画面 

 

 

 

図9 計算条件設定画面 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 シミュレーション結果 

 



(2)ファイル名：ex7-1.opc 

 本例題は，ex7-0.opcにおいて，固定絞り②の開口面積を変化させた場合の例題であ

る．図11に固定絞り①のパラメータ設定画面を示す．また，計算終了時刻を8秒とした．そ

れ以外のパラメータは，ex7-0.opcと同じである． 

シミュレーション結果を図12に示す． 

 

 

図11 固定絞り②のパラメータ設定画面 

 

 

図12 シミュレーション結果 

 


